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（百万円未満切捨て） 
１． 平成26年２月期第１四半期の業績（平成25年３月１日～平成25年５月３１日） 

(1) 経営成績（累計）   （％表示は、対前年同四半期増減率）

 営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

平成26年2月期第1四半期 23,938 ― 180 ― 208 ― 103 ― 

平成25年2月期第1四半期 22,607 4.6 199 △21.4 202 8.1 120 ― 

 
  

１株当たり四半期純利益 
潜在株式調整後1株当たり 

四半期純利益 

   円 銭 円 銭

平成26年2月期第1四半期 5.87 5.86

平成25年2月期第1四半期 6.38 6.37

（注）当社は、平成25年２月期に決算日を２月20日から２月末日に変更しており、平成26年２月期第１四半期は比較対象期間が異なる
ことから、対前年同四半期増減率については記載しておりません。 
  
 (2) 財政状態                                        
 総資産 純資産 自己資本比率 

 百万円 百万円 ％

平成26年2月期第1四半期 24,080 4,139 17.1 

平成25年2月期 23,695 4,009 16.9 

（参考） 自己資本 平成26年２月期第１四半期 4,118百万円        平成25年２月期 3,998百万円 
 
 
２．配当の状況 

  年間配当金 

 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

平成25年2月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

平成26年2月期 ―    

平成26年2月期（予想）  0.00 ― 0.00 0.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：有・無 
 
３．平成26年２月期の業績予想（平成25年３月１日～平成26年２月２８日）         

                                      （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率） 

  営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期累計 49,000 ― 700 ― 650 ― 400 ― 21.17

通期 98,000 ― 1,200 ― 1,100 ― 700 ― 37.05

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有・無 
平成25年２月期に決算日を２月20日から２月末日に変更しており、平成26年２月期第１四半期は比較対象期間が異なることから、 
対前期及び対前年同四半期増減率については記載しておりません。 

 

 



  

 

※ 注記事項 

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有・無

   

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有・無

② ①以外の会計方針の変更 ： 有・無

③ 会計上の見積りの変更 ： 有・無

④ 修正再表示 ： 有・無

 

（３）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 平成26年２月期１Ｑ 12,000,000株 平成25年２月期 12,000,000株

② 期末自己株式数 平成26年２月期１Ｑ 7,806株 平成25年２月期 7,806株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 平成26年２月期１Ｑ 11,992,194株 平成25年２月期１Ｑ 11,992,241株

    

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、平成25年６月28日付けにて、

金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

・本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の

前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績

予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）３ページ「業績予想に関する定性的情報」を

ご覧ください。 

・上記１.「平成26年２月期第１四半期の業績」(1)「経営成績（累計）」の「１株当たり四半期純利益」「潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益」及び３.「平成26年２月期の業績予想」の「１株当たり当期純利益」の金額については、Ａ種種類株式が

転換仮定方式に準じて算定された株式数を、普通株式の期中平均株式数に加えて算定しております。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 
（1）経営成績に関する定性的情報 

※当社は 2013 年２月期に決算期変更を行ったため当第１四半期累計期間は前期と比較対象期間が

異なりますが、文中の金額対比や対前年同期増減率については 2012 年２月 21 日から 2012 年５

月 20 日の期間と対比して算出しております。 

当第１四半期累計期間における経営環境は、政府の経済政策に期待感が高まり円高の是正や株高

の進行などをはじめ景気の緩やかな回復の動きが見られましたが、小麦などの原材料の値上げ圧力

が強まるとともに長引く電力供給不安などにより依然として先行き不透明な状況が続いておりま

す。当社がスーパーマーケットとして営業基盤とする北東北エリアにおいても、少子高齢化に伴う

人口減少とともに企業の生産活動の縮小等による雇用不安と個人消費の停滞が長期化し、お客さま

の生活防衛志向や節約志向が継続して、競合各社との価格競争に加え業種・業態を超えた競争が激

化するなど厳しい状況が続いております。 

こうした中で当社は、ザ・ビッグフォーマットの強化をはじめお客さまの日々のくらしのニーズ

にこだわった品揃えによる営業力の強化と、イオンのブランド「トップバリュ」の売上拡大等によ

る収益力の改善、おもてなしの心がこもった接客と魅力ある売場づくりに取り組んでまいりました。

併せて今期を３年目とする「事業構造改革」として、収益力の向上、店舗網の再構築、財務体質の

抜本的な強化の三本柱を主軸とした構造改革に取り組んでおります。 

当第１四半期累計期間においては、ディスカウント業態の 12 店舗目となる｢ザ・ビッグ潟上店｣

を秋田県内に開設するとともに、大型改装を１店舗実施し立地特性に合わせた魅力的な売場づくり

を進めることで、今期計画している 15 店舗の既存店活性化に着手いたしました。また昨年より開

店時刻を午前７時に繰り上げ、朝食や昼食のための品揃えを強化して新たな客層の獲得に努めた他、

「４時からデリカ」という取り組みによりできたて・つくりたて食品の訴求を継続して実施してお

ります。またノンフーズ売場の拡充により品揃えの幅を拡大した他、生鮮食品部門でのトップバ

リュ商品の拡大などにより価格競争力の強化に努めるとともに、小容量パックの充実、和惣菜や調

理の手間を省く「トップバリュレディーミール」の品揃えに努めました。さらに、イオンの電子マ

ネーＷＡＯＮやシニア世代のお客さまに向けたＧ.Ｇ ＷＡＯＮカードのホルダー拡大などによる

固定客づくりを進めたほか、カートにお買い物カゴを乗せたまま精算ができる「カートインレジ」

の設置などに努めてまいりました。 

当第１四半期累計期間では、戦略的な価格政策により一点単価を下げ一人当たり買上点数を上げ

る積極的なシェア拡大を進めたことなどにより売上総利益率は対前年同期比 0.4 ポイント低下し

21.7％となりましたが、上記のような取り組みを実施した結果、期間中のお客さま一人当たり買上

点数は既存店ベースで対前年同期比 99.7％、客数は同 104.7％、客単価は同 98.1％となり、既存店

売上高は同 102.7％となりました。一方経費面では、収益性の向上のためコスト構造改革を継続し

て進めた結果、販売費及び一般管理費の総額は既存店ベースで対前年同期比 101.3％となり、既存

店売上高の伸び率を下回ることができました。 

以上の結果、当第１四半期累計期間の業績は営業収益 239 億 38 百万円（対前年同期比 105.9％）、

営業利益１億 80 百万円(対前年同期比 90.7％）、経常利益２億８百万円（対前年同期比 103.3％）

となり、期間中減損損失の計上があったことから四半期純利益は１億３百万円（対前年同期比

85.7％）となりました。 

 

（2）財政状態に関する定性的情報 

（資産） 

流動資産は、前事業年度末に比べ３億 24 百万円増加し、68 億 50 百万円となりました。これは、

電子マネー決済の増加等で未収入金が２億 13 百万円、現金及び預金が１億８百万円増加し、前払

費用が 30 百万円減少したこと等によります。  

固定資産は、前事業年度末に比べ 59 百万円増加し、172 億 30 百万円となりました。これは、有 

形固定資産が、新規出店及び改装等で 72 百万円の増加がありましたが、投資その他の資産が 11 百
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万円減少したこと等によります。  

この結果、総資産は、前事業年度末に比べ３億 84 百万円増加し、240 億 80 百万円となりました。 

（負債） 

流動負債は、前事業年度末に比べ５億 98 百万円増加し、159 億 31 百万円となりました。これは、

買掛金が９億 22 百万円、流動負債その他が２億 49 百万円増加し、短期借入金が４億 55 百万円、

１年内返済予定の長期借入金が２億 20 百万円減少したこと等によります。 

固定負債は、前事業年度末に比べ３億 43 百万円減少し、40 億９百万円となりました。これは、

主に長期借入金が２億 85 百万円減少したこと等によります。 

この結果、負債合計は前事業年度末に比べ２億 54 百万円増加し、199 億 40 百万円となりました。 

（純資産） 

純資産合計は、前事業年度末に比べ１億 30 百万円増加し、41 億 39 百万円となりました。これは、

四半期純利益１億３百万円の計上により利益剰余金及びその他有価証券評価差額金が 16 百万円増

加したこと等によります。 

 

（3）業績予想に関する定性的情報 

2014 年２月期の業績予想につきましては、2013 年４月９日に公表いたしました 2014 年２月期第

２四半期累計期間及び通期業績予想に変更はありません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（1）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

  該当事項はありません。 

（2）会計方針の変更・会計上の見積りの変更、修正再表示 

  該当事項はありません。 
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３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

前事業年度 
(2013年２月28日) 

当第１四半期会計期間 
(2013年５月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 700,831 809,174

売掛金 100,631 125,143

商品 2,485,410 2,566,704

貯蔵品 30,480 30,756

前払費用 267,844 237,048

繰延税金資産 328,019 280,859

未収入金 2,427,736 2,641,466

その他 186,364 160,127

貸倒引当金 △2,008 △1,068

流動資産合計 6,525,309 6,850,211

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 9,084,082 9,051,061

工具、器具及び備品（純額） 737,564 879,631

土地 5,222,737 5,207,236

建設仮勘定 36,960 15,545

有形固定資産合計 15,081,345 15,153,474

無形固定資産 23,810 23,260

投資その他の資産   

投資有価証券 75,523 98,340

長期前払費用 488,404 482,842

差入保証金 1,355,212 1,379,726

その他 158,869 103,217

貸倒引当金 △12,627 △10,377

投資その他の資産合計 2,065,382 2,053,749

固定資産合計 17,170,538 17,230,484

資産合計 23,695,848 24,080,695
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（単位：千円）

前事業年度 
(2013年２月28日) 

当第１四半期会計期間 
(2013年５月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 7,245,842 8,168,667

短期借入金 2,480,000 2,025,000

1年内返済予定の長期借入金 1,358,550 1,138,100

未払金及び未払費用 2,021,269 2,035,406

未払法人税等 67,306 54,893

未払消費税等 139,070 142,645

賞与引当金 93,468 186,359

役員業績報酬引当金 15,459 －

設備関係支払手形 487,209 501,827

資産除去債務 8,002 12,677

その他 1,416,516 1,665,631

流動負債合計 15,332,694 15,931,208

固定負債   

長期借入金 1,192,300 906,600

退職給付引当金 339,241 338,453

長期預り保証金 1,522,660 1,514,702

繰延税金負債 112,361 111,429

資産除去債務 922,805 912,116

その他 264,061 226,420

固定負債合計 4,353,432 4,009,722

負債合計 19,686,127 19,940,930

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,585,000 3,585,000

資本剰余金 4,062,645 4,062,645

利益剰余金 △3,657,467 △3,554,180

自己株式 △7,196 △7,196

株主資本合計 3,982,980 4,086,267

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 15,552 31,758

評価・換算差額等合計 15,552 31,758

新株予約権 11,188 21,739

純資産合計 4,009,721 4,139,765

負債純資産合計 23,695,848 24,080,695
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（２）四半期損益計算書 
（第１四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 2012年２月21日 
 至 2012年５月20日) 

当第１四半期累計期間 
(自 2013年３月１日 
 至 2013年５月31日) 

売上高 22,063,050 23,464,797

売上原価 17,186,403 18,380,867

売上総利益 4,876,646 5,083,929

その他の営業収入 544,453 473,400

営業総利益 5,421,100 5,557,329

販売費及び一般管理費 5,221,546 5,376,386

営業利益 199,553 180,943

営業外収益   

受取利息 581 669

受取配当金 187 973

債務勘定整理益 9,946 2,670

補助金収入 3,733 3,792

違約金収入 4,843 －

受取保険金 3,441 29,601

貸倒引当金戻入額 － 1,239

その他 846 3,938

営業外収益合計 23,579 42,885

営業外費用   

支払利息 18,990 12,121

貸倒引当金繰入額 639 －

リース解約損 － 1,582

その他 1,288 1,216

営業外費用合計 20,919 14,919

経常利益 202,213 208,908

特別利益   

収用補償金 18,445 －

特別利益合計 18,445 －

特別損失   

減損損失 － 24,746

特別損失合計 － 24,746

税引前四半期純利益 220,659 184,162

法人税、住民税及び事業税 125,335 41,258

法人税等調整額 △25,165 39,617

法人税等合計 100,170 80,875

四半期純利益 120,489 103,286
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該当事項はありません。 

   

  

該当事項はありません。   

   

   

  該当事項はありません。 

   

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（５）重要な後発事象
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